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第 I 章

S 1. 防霧林の対照となる霧は何か

霧!膏の_I二に)与い主TJfがあって日射をさえぎるような悪天候時の海霧侵入に対しては，防霧林

は防風林としての効県より iまかに多くを望めぬがp 霧!吾の上5:~が晴れていて底問 i亡熱効果によ

る消散が起るような議に対しては有効に泊散を促進するであろうととを論じた。しばしば霧雨

を伴うような東風による海霧(オホーツク海高気圧，南方通過の低気圧の場合)や，南西強風

とともに侵入する混霧(低気圧北方通過)は防霧林の対照とならない。

!i 2. 消散温程における蓮鎖効果の役割

附蒼p 拡散， IJ然落下等の力学的効果は侵入初期i乙重要な役割をと出す、るが，熱効果は時と共

に失第に大きくなり ilk格段階で‘は気居不安定を起すような気祖垂直分布により霧気塊の崩壊と

なる。かかる気il{iL分布を招来するまでの熱効果過程を考えるととは重要でまうって，それには霧

屠を透して地耐にi'lj;ì達:し下から暖める熱量を取扱わねばならぬ。ととでは，霧の稀薄化と，そ

れにより L附加する透過日射との連鎖的消散効果について考察を行うた。

!i 3. 霧層上面の問題

i白、散機干111:の議論に上聞における諸問題が無視1[1，来ないととを述ぺた。

!i 4. 熱効果解式における「飽和の仮定」に関する注意

杢合;J(量を -Ji! として p しかも気居全体について飽和主気の仮定で縛るような取扱いをする

と熱効果の見積りに至大の説りをきたすととを指摘した。

第 1 章

S 1. 熱効果の条件式

霧貯金休に附与される熱量が気温の上昇と霧粒の蒸発に川いられると考えて両者の割合を規

定する条件式を作った。
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~ 2. 応用例

前首j条件式は熱拡散方程式とともに解かるべきで、あるが，ととでは問題を本質的に誤らせな

いように注意しつつ，特殊な仮定のもとに前越の主~鎖効果の場合にその条件式を解いて，海霧

侵入距灘の日変化を説明する解を得た。


